

「古地図で散歩する大阪（１）」（毎日文化センター例会）








平成２２年１１月
　毎日新聞が主催するイベントに申し込みました。今回は平成２２年１１月から２２年４月までの半年の間、毎月第４日曜日に古地図を元に大阪府内を歩き大阪文化のルーツを

探訪する企画です。全６回の予定は次の通りです。

· 堺事件ゆかりの旧堺市街地と伝仁徳陵を歩く（堺市）

· 玉造から天満橋まで熊野海道を歩く（中央区）

· 梅田から十三へ繁華街を通る中国道を歩く（北区・淀川区）

· 仏法伝来の伝法を歩く（此花区）

· 心和む町並み「平野郷」を歩く（平野区）

· 近代日本を築いた偉人ゆかりの西区を歩く（西区）

今回は１回目で、堺市街地から伝仁徳陵までのコースでした。朝１０時過ぎに天王寺駅前からチンチン電車に乗って大和川を越えて、高須神社駅からスタートしました。北旅篭町―鉄砲町―桜之町―綾之町―錦之町―九間町―神明町―宿屋町―材木町などの歴史を感じる町並を歩きました。今は土居川となって居る旧環濠に沿ったかたちで老舗の線香屋さん、鉄砲屋敷、旧山口家、日本人初のチベット入国者河口慧海銅像、旧堺県庁跡の西本願寺堺別院、土佐十一烈士切腹で有名な“堺事件”の舞台となった妙国寺を経て南海高野線堺東駅近くで昼食。その後、竹之内街道を通り伝仁徳陵の約半周１、２００Ｍほど歩き堺市博物館横の茶室“伸庵”で

お手前を嗜みました。

案内人の西俣稔さんは普段は別の仕事をしながら、週末には歴史的な場所を案内したりされて居り、凄く博識で歩く途中で色々と為になるお話をして下さいました。

· 堺の語源は国境の意で、河内・和泉・摂津の境にあるので堺とのこと。

· 三国ヶ丘はこれら三つの国を見渡せる丘の意味。

· 伝仁徳陵の“伝”とは仁徳天皇の御陵と伝えられて居るとの意味。

· 堺市の町名には何丁目の“目”が付いて居ない。理由は“目”付けるのは

　　順番をさして差別を意味するから。自由都市の堺の人はそれを嫌った由。
· 中百舌鳥の“もず”はどうして百舌鳥と書くか？“もず”は２５種類の声色を使い分けるから百の舌を持つ鳥との由。

などなど楽しいお話を挟んで、歴史を感じながらの半日はあっと云う間に過ぎてしまいました。

“歩く会“終了後、天王寺の市立美術館で開催されて居た”住吉っさん展“を鑑賞しました。住吉神社には大和屋時代を含め何度か”御田植え式”に参加させて頂いた事も有り、

多数の宝物を見せて頂き懐かしい想いに駆られました。








以上

